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日 時 令和 5年 7月 10 日（月）18:30～19:30 

会 場 北広島市役所 3階 会議室 3C 

出 席 委 員 青山会長、橋本委員、牛渡委員、林委員、阿部委員 

傍 聴 者 0 名 

市 出 席 者 山田市民環境部次長、高橋市民生活課長、立野主査、中島主事 

１．開会 

「委員の過半数が出席していることから、会議が成立していること」を確認。 

 

２．事務局の紹介 

 

３．会議録署名委員の選出 

 議長から橋本委員を署名委員に指名。 

 

４．協議事項「令和 5年度市民参加手続きに係る事前評価」について 

 ≪資料 1,2 に沿って事務局から評価方法及び整理番号 1～12 の事業について説明≫ 

 

～質疑応答～ 

〇A委員 

例年と比べて、市民参加の方法等について、変わった部分はないか。 

●事務局 

今年度は、障がい支援計画をはじめとした大きい計画の策定や改定が何点かあり、これらは

3 年に一度の更新となる。また、9 番の子ども・子育て支援プランも 5 年に一度見直しを行う

計画となっている。11 番の市営駐車場管理運営事業経営戦略については今回初めてのもので

「戦略」という名称だがこちらも「計画」という位置づけになる。既にあるものを明文化する

ものとなっており、何か大きな変更を伴うものではないとのことで、市民参加の実施はパブリ

ックコメントのみとなっている。 

大きな変更等がある場合には、説明会等の市民参加方法についても検討されることになる

が、現状は、全体的に例年通りの内容となっている。 

〇B委員 

3 番の地域の防災計画について、今盛んに言われている線状降水帯に対しては、市ではどう

いう対策の構築を考えているのか。 

●事務局 

 大雨時の対応については水防計画に入ってくるかと思う。 

○A委員 

 駐車場の経営戦略以外の事業は、パブリックコメントが実施されて審議会で審議されるとい

う認識でよいか。 

●事務局 

 計画策定の場合の基本的な流れとして、何度か審議会を行って素案を作った後にパブリック

コメントを実施して市民の方から意見をいただくというものになる。 
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○A委員 

 整理番号 10 の子どもの権利推進計画の策定について、オブザーバーで高校生の参加とある

が、何か意図があるのか。 

●事務局 

 当事者である子ども自身の意見をききながら進めた方が良いという考え方があってのこと

だと聞いている。 

○A委員 

 そうすると、オブザーバーは北広島在住の高校生ということか。 

●事務局 

 そのとおり。 

 

整理番号 1～12 までの市民参加手続きについて「適切である」として評価 

 

５．報告事項 「パブリックコメントの実施方法」について 

≪事務局からパブリックコメントの運用や実施方法について説明≫ 

 

～質疑応答～ 

〇B委員 

次回以降、広報に特集記事を掲載することがあれば、パブリックコメントの例題とそれに対

する意見の例を記載するなど、改良についての試案も今後出てくるかと思うので、今回の結果

を踏まえて作っていくと場違いな意見は出てこなくなるのではないか。 

もう一点、一般的には広報はあまり見られないということがある。私は市の委員を務めてい

る立場なので読むが、自分に該当する部分しか見ない人が多い。 

●事務局 

「パブリックコメント」という言葉自体が、市民の方にどれだけ認知されているのかという懸

念もある。 

〇C委員 

「パブリックコメント」という単語について、最初は何だろうとピンとこなかった。浸透は

そこまでしてないのかもしれない。 

広報の見出しの部分がもう少し見やすく、わかりやすくなると良いと思う。 

●事務局 

 計画の名称は変えられないので、変更するとすれば簡単な説明文を入れる等になるかと思

う。 

○B委員 

 それだけで大分違うと思う。 

○C委員 

 写真があったりすると、イメージしやすくなると思う。 
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６．その他 

≪事務局から次回の開催予定時期等について説明≫ 

 

７．閉会 


